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中央部S造、材端部RC造またはSRC造の複合構
造梁構法－（改定2）《第04-01号改2》，竹中式波
形鋼板耐震壁工法－付帯フレーム内に波形鋼板壁
を組み込んだ耐震壁工法－（改定5）《第06-20号改
5》，NS構法－スプリットティ引張接合による角形
鋼管柱とH形鋼梁との剛接合構法－（改定6）《第
07-15号改6》，HySPEED（ハイスピード）工法
－柱状砕石補強体を用いた地盤補強工法－（改定5）
《第09-20号改5》，アンドーパイル工法－既製RC

パイルを用いた杭状地盤補強工法－（改定5）《第
10-07号改5》，ExPile工法－外構に用いる側圧抵
抗板付き鋼管杭工法－（改定2）《第12-01号改2》，
ハットウィング工法－凹型円盤翼付鋼管を用いた
杭状地盤補強工法－（改定3）《第15-17号改3》，
SF-Pile工法－場所打ちセメントミルク杭状補強体
を利用した地盤補強工法－（改定3）《第16-13号改
3》，木集成材で座屈拘束した平鋼ブレース（改定2）
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用いる鋼管圧入工法の無溶接継手－（改定1）《第
21-02号改1》，T-HR構法－大成式ヒンジリロケー
ション構法－（改定1）《第21-15号改1》，Ｍコラ
ム工法－スラリー系機械撹拌式柱状地盤改良工法－
（改定 1）《第 22-06号改 1》，建築構造用 520N/

mm2鋼材及び建築構造用550N/mm2鋼材（改定1）
《第22-31号改1》，鉄筋組立スポット工法－組立
スポット－（改定1）《第23-12号改1》，UTK鉄筋
スポット先組工法（改定1）《第23-17号改1》，鉄
筋スポット先組工法－鉄筋スポット－（改定1）《第
23-23号改1》，鉄筋スポット先組工法（改定1）《第
23-26号改1》，ソリッドキューブ工法－スラリー
系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法－（改定3）
《第10-23号改3（更1）》，エルマッドS工法－ス
ラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法－（改
定3）《第11-14号改3（更2）》，環境パイルS工法
－防腐・防蟻処理木材による複合地盤補強工法－
（改定6）《第11-29号改6（更1）》，SSコラム工法
－スラリー系機械攪拌式深層混合処理工法－（改定
2）《第12-07号改2（更2）》，ファインパイル工法
eco－界面活性剤を用いたスラリー系機械攪拌式深

層混合処理工法－（改定）《第12-25号改（更3）》，
コラムZ工法－スラリー系機械攪拌式深層混合処
理工法－（改定）《第12-26号改（更3）》，サンダー
ラフト工法－小口径場所打ちモルタル補強体を用
いた複合地盤補強工法－《第15-10号（更3）》，ア
ルファフォースパイルⅡ工法－先端翼付き鋼管を
用いた杭状地盤補強工法－《第17-33号（更2）》，
ALKTOPⅡ工法（拡底型）－小口径鋼管を用い 

た 杭状地盤補強工法－《 第 17-38号（ 更 2）》，
ALKTOPⅡ工法（ストレート型）－小口径鋼管を
用いた杭状地盤補強工法－《第17-39号（更2）》，
YC－X工法－既製コンクリート柱状材を用いた地
盤補強工法－《第18-03号（更2）》，スクリューフ
リクションパイル工法－螺旋状の節を有するセメ
ントミルク補強体を用いた杭状地盤補強工法－（改
定1）《第18-05号改1（更1）》，SEP工法－セメン
トミルク柱状補強体による杭状地盤補強工法－《第
20-27号（更1）》，すみ兵衛工法－セメントミルク
柱状補強体による杭状地盤補強工法－《第20-28

号（更1）》，DGハイブリッド工法－縞鋼板製鋼管
を有する地盤改良体を用いた杭状地盤補強工法－
《第21-06号（更1）》 .......................................199

D-TECPILE工法ⅡPLUS－小口径鋼管及び砕石 

を用いた杭状地盤補強工法－《第 24-08号》，
ALKTOPⅡ工法PLUS（拡底型）－小口径鋼管及
び砕石を用いた杭状地盤補強工法－《第24-09号》，
ALKTOPⅡ工法PLUS（ストレート型）－小口径
鋼管及び砕石を用いた杭状地盤補強工法－《第
24-10号》，JP-Pile工法－先端翼付き回転貫入ぐ
い工法－《第24-11号》，ネジonicon鉄筋継手《第
24-12号》，サクラコラムPro工法－先端に拡径部
を有する柱状改良体を用いた地盤補強工法－《第
24-13号》，TU-合成梁工法－トラス筋を用いたプ
レキャスト合成梁工法－《第24-14号》，溶接ユ
ニット鉄筋工法－溶接組立鉄筋による先組工法－
《第24-15号》，タフネジバーグラウト継手－ねじ
節鉄筋の機械式継手－《第24-17号》，絆ジョイン
ト工法－小口径鋼管を用いた杭状地盤補強材の機
械式継手－《第24-18号》，タフネジバー無機グラ
ウト継手FLタイプ《第24-19号》，RES-P工法－
小規模建築物の基礎に用いる細径鋼管による地盤
補強工法－（改定12）《第04-02号改12》，ＱＰパ
イル工法（キューピーパイル工法）－木材による地
盤補強工法－（改定4）《第12-18号改4》，スーパー
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NP-PACK工法eco－回転圧入したストレート型鋼
管を用いた地盤補強工法－（改定2）《第12-21号
改2》，くい丸工法－絞り加工を施した細径鋼管を
用いた杭状地盤補強工法－（改定1）《第15-18号
改1》，サクラコラム工法－拡径部を築造可能なス
ラリー系機械撹拌式深層混合処理工法－（改定1）
《第20-04号改1》，竹中非梁貫通形式柱RC梁S接
合構法（改定1）《第20-20号改1》，ウルトラコラ
ム工法－スラリー系機械攪拌式深層混合処理工法－
（改定4）《第08-06号改4（更1）》，Σ－ i工法－先
端翼付き鋼管を用いた杭状地盤補強工法－（改定3）
《第10-13号改3（更2）》，+NBZ工法－砕石と杭
を併用した地盤補強工法－（改定2）《第11-22号
改2（更3）》，efコラム工法－セメントミルクで囲
まれた鋼管を有するソイルセメントコラムを用い
た地盤補強工法－（改定）《第13-18号改（更3）》，
CDP工法－砕石を用いた地盤の密度増大工法－
《第15-19号（更3）》，ベースグラウンドファウン
デーション工法－細径鋼管を用いた地盤補強工法－
《第18-18号（更2）》，SDS－ピュアパイル工法
（SDS－PP工法）－セメントミルク杭状補強体に
よる地盤補強工法－《第21-09号（更1）》 ........200

JDCRC-S構法－梁貫通型柱RC梁Sの接合構法－
《第24-16号》，奥村式鉄骨基礎梁工法《第24-20

号》，PurePileMassⅣ（ピュアパイルマッシブ）
工法－セメントミルク杭状補強体による地盤補強
工法Ⅳ－《第24-21号》，大和式異径柱接合工法
《第24-22号》，FrameFinderシステムによる鉄骨
建方測定工程の省力化管理手法《第24-23号》，鉄
筋スポット先組工法（株式会社宮村鉄筋工業）《第
24-24号》，鉄筋スポット先組工法（株式会社清進
工業）《第24-25号》，PIE工法－繊維を混練した
機械撹拌による山留め改良体築造工法－《第24-26

号》，ダイナ・メガ・プレス工法Ⅱ－回転貫入ぐい
工法－《第24-27号》，ビルトH梁端溶接タブ止め
工法－梁端溶接の施工省力化と優れた耐震性能を
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拌式深層混合処理工法－（改定3）《第06-09号改3
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合処理工法－（改定1）《第20-09号改1（更1）》，
SQPile工法－先端沓付き鋼管を用いた杭状地盤補
強工法－《第21-16号（更1）》 .........................201

建築構造用冷間ロール成形角形鋼管「Uコラム
U365」（設計・施工）《第24-28号》，EcoX-G工法
（エコクロスジー工法）－格子状補強枠による軟弱
地盤補強工法－《第24-31号》，Y’sベースリング
Ⅱ工法－基礎梁貫通孔補強工法－《第24-32号》，
村本RCS構法－梁貫通・ふさぎ板形式柱RC梁S

複合構造－《第25-01号》，J-SCS構法－薄肉鋼管
で横補強した鋼管内蔵コンクリート柱・鉄骨梁混
合構法－《第25-02号》，かべプラス工法－接着系



118

GBRC  Vol.51  No.1  2026.1

あと施工アンカーを用いた立上り壁の構築－《第
25-03号》，スリムパイルヘッド構法－接合定着筋
と井桁補強筋を用いた場所打ちコンクリート杭頭
半剛接合構法－《第25-04号》，鉄筋スポット先組
工法（有限会社ホウザキ）《第25-05号》，住友ゴム
式高減衰ゴムダンパー《第25-06号》，ネジonicon

鉄筋継手（熱処理異形棒鋼SD700U）《第 25-07

号》，ネジ oniconLタイプ継手（熱処理異形棒鋼
SD700U）《第25-08号》，KS-Wall構法－鹿島式
鉄骨系骨組－RC耐震壁架構－《第25-09号》，鉄
筋スポット先組工法（株式会社ノーグチ）《第
25-10号》，SIMデッキスラブ工法－鉄筋トラス付
捨て型枠床版工法－《第25-11号》，ECS-DJ－異
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